







































Satoshi ikuta （Tottori University Junior High School） : Learning of Chinese characters that 
enhances the word-hoard






キーワード ― 語彙力， 語彙， 漢字
Abstract ― Needless to say, afﬂuence of the vocabulary is important in the learning. However, 
the vocabulary as sounds is different from the vocabulary as letters and it seems that difference 
between them is variable in magnitude depending on every word. It might be possible that if 
learning and practice of Chinese characters were settled as the central subject in the classes, 
students can deepen their interest and intimacy for languages and enhance their vocabularies as 
letters. This might be also useful to lessen dissociation between the Chinese characters as letters 
and sound. In this article, I will discuss students’ progress in the word-hoard after securing a 
certain amount of time to learn Chinese characters in the classes of Japanese language.
Key words ― word-hoard, vocabulary, Chinese characters
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出題は新漢字教室 2136 字 （創育 ・ 吉野教育
図書） の 2 級 （中 3 相当） の最後から熟語を





・ 六書の確認 （詳しくは 2.2.で）
・ 形声文字の場合， 同じ音符を持つ漢字の確認
例） 「瞭」
「尞」 の部分を 「リョウ」 と読む。 「尞」 の部
分にも 「木を組んで火が燃えている」 という意
味があり， 「目 （めへん）」 と合わせて 「あき
－らか」 という訓読みがある。 会意形声文字
である。 「尞（リョウ）」が付く文字は「寮 ・僚 ・
















・ 「象形 （形を象 （かたど） る） 文字」 身近に
あるものを単純な形にして表したもの。 普段の
生活に関わるものが多く，画数は少なめである。










・ 「形声 （形 （意符） と声 （音符） とを合わせ
る） 文字」 読み方 （中国語であるから音読み）




・ 「転注 （意味が転じた） 文字」 元々の読みと
意味があったものの， 長い年月の中で別の意
味が付け加わった （あるいは別の意味になっ
た） もの。 （例 ： 楽 ・ 令）










































































































12 月中旬に 14 の質問で本校 3 年生 137 名
のうち， 135 名 （2 名欠席） にアンケート調査を
行った。
その中で， 特に 1 と 5， 3 と 7， またその理由
として 6 と 8の回答を中心に見ていきたい。
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